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鋼矢板等の地中埋設体の引抜き撤去において，地盤と埋設体との間の摩擦力等が原因となり，付着し

た土塊が排出されて，地盤変状を引き起こす問題が生じている．その対策として，吸水性高分子摩擦低

減剤（以下 FRC）を使用する工法が開発されている．FRC は，打設後，地盤中の間隙水との接触によ

り吸水膨潤して，土と埋設体の間に分離層を形成することで土の付着を抑制するものである．今後更な

る高度利用を促進するためには，地盤内に存在する化学物質に対する長期耐久性の検証が求められてい

る．本文では，FRC の膨潤ゲルに対して，加熱試験や簡易流動性試験によって膨潤倍率を変えた膨潤

ゲルの熱劣化や化学物質に対する流動性を調べた．また，高温促進させた試料にゼリー強度試験を行

い，化学物質に対する膨潤ゲルの長期耐久性について検討した．  

【Ⅰ．FRC の熱劣化】①FRC 粉末のみを 110℃で 1200 時間まで加熱させると，最大膨潤倍率 Ra’max

が約 9.5%減少し，劣化が生じる． ②初期の膨潤倍率 Ra=5~60 g/g（純水）に設定した FRC の膨潤ゲ

ルを，1200 時間まで加熱し乾燥および粉砕の外的要因を与えても，初期の Ra や加熱時間によらず再

膨潤させたときの Ra’maxは変わらない．すなわち，この条件においては膨潤ゲルは劣化しない． 

【Ⅱ．FRC の地盤内の化学物質に対する流動性】①純水，土の一般条件 A(Ca(OH)2，NaOH，HCl，

H2SO4の 0.01％溶液)より，土の一般条件 B（Ca(OH)2，NaOH，HCl，H2SO4の 0.1％溶液）で膨潤さ

せた方が最大膨潤倍率 Ramax が小さい．②純水，条件 A のゲル化点 Rag≒60 g/g に対し，条件 B の

Ca(OH)2，NaOH 溶液は Rag≒58 g/g で若干低い．また，条件 B の HCl，H2SO4溶液は Rag≒33 g/g

で小さい．③条件 B においても，地盤内で存在し得る膨潤倍率の膨潤ゲルはいずれもゲル化点以下の

固体状である．④Ⅰの結果より，吸水機能の低下を起こさずに 50℃の高温促進を行うことができる． 

【Ⅲ．FRC の地盤内の化学物質に対する耐久性】 

①Ra=5 g/g,10 g/g,15 g/g の膨潤ゲル（条件 B）は Ra が小さいほど，ゼリー強度 J は大きくなる．さ

らに，50℃で 250~1500 時間の高温促進を行った場合において，ゼリー強度 J は条件 B の溶液の種類

によらず Ra ごとにほぼ一定である． ②50℃で 250~1500 時間の高温促進を行った場合において，条

件 B のゼリー強度 J は Ra ごとに条件 A とほぼ同じ値である． ③①および②の知見に加えて，ゼリー

強度 J と内部摩擦角φ’の関係より，FRC は長期間の摩擦低減効果を維持できることが明らかになっ

た．簡便法によると地盤内の温度を 15℃としたとき，少なくとも約 2 年の耐久性に相当する．  
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